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福
岡
市
（
悼
多
）
祀
福
古
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

天
正
十
五
年

（
一
五
六
三
年
）
諸
堂
伽
藍
灰
燐
に
帰
し
、
元
亀
九
年
(
-
五
七
0
年
）
復
興
し
た
が
、
大
正
十
四
年
、
再
び
蕩
尽
し
た
。

、
小
阜
川
院
景
が
筑
的
国
に
封
ぜ
ら
れ
、
再
興
を
志
し
、
天
正

1
七
年
伽
藍
よ
う
や

<
i
B
観
に
復
し
、

現
宥
に
い
た
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
仙
崖
和
尚
を
は
じ
め
傑
僧
が
輩
出
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

聖
福
寺
の
あ
る
場
所
は
、
博
多
清
を
弧
上
に
め
ぐ
る
砂
丘
上
に
あ
り
、

世
、
加
」
福
者
の
東
に
石
堂
川
を
掘
慇
し
た
。

ー
ト
ル
、
「
水
天
寺
の
南
で
は
四
・
八
ー
四
・
九
メ
）
ト
ル
を
は
か
る
。
大
博
劇
場
、
大
丸
の
北
は
か
つ
て
の
「
袖
の
浩
」
で
、
入
海
と
な

（
一
五
八
七
年
）

撃
福
寺
は
、
現
在
福
岡
市

0
博
多
）
御
供
所
町
に
あ
り
、
建
久
六
年
(
-
―
九
五
年
）
、
栄
西
禅
帥
が
宋
人
百
堂
の
跡
に
ひ
ら
い
た
と
つ

た
え
ら
れ
て
い
る
。
正
平
~
年
（
一
三
五
五
年
）
創
建
の
建
物
が
朽
損
し
た
の
で
、

福

岡

市

聖
福
寿
の
東
北
、

そ
の
東
は
千
八
松
原
の
砂
丘
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、
近

入
博
劇
場
の
南
は
標
高
六
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
罪
福
寺
門
削
で
五
・
七
メ

岡

造
営
を
は
じ
め

二
十
二
年
落
成
し
た
。

永
禄
六
年

崎

ー
ー
大
陸
舶
載
の
間
磁
と
銀
鉱
ー
ー
1
1

発

見

の

遺

物

に

つ

い

て

（
博
多
）
聖
福
寺

敬
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が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

年
間
の
発
掘
で
は
、

金、

銀
を
ま
じ
え
た
多
口
軍
の
遺
物
が
出
士
し
た
の
で
、

後
に
の
べ
る
よ
う
に
各
方
而
の
著
書
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

つ
て
い
た
。
呉
服
町
の
「
大
丸
」
の
建
設
工
事
で
は
、
多
量
の
陶
磁
器
な
ど
が
、

硯
在
の
聖
福
寺
は
標
高
平
掏
四
・
八

1
四
・
三
メ
ー
ト
ル
の
間
に
あ
り
、
そ
の
東
方
よ
り
や
ヽ
低
平
な
個
面
を
し
め
て
い
る
。

栄
四
禅
師
飢
建
の
際
の
事
情
や
、
そ
の
立
地
条
件
か
ら
考
え
て
、

こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
聖
福
寺
塩
内
で
数
次
に
わ
た
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
物
や
、
戦
後
、
山
門
と
大
雄
宝
殷
の
間
よ
り
発
見
さ
れ

た
陶
磁
な
ど
か
ら
も
う
か
ゞ
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
江
戸
時
代
の
も
の
は
す
べ
て
散
逸
し
て
し
ま
つ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
整
連
し
て
み
る
と
、
恙
わ
め
て
重
娑
な
資
料
を
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
に
氣
が
つ
く
。

小
畠
文
鼎
「
塑
幅
寺
史
」
寸
巻
、
三
宅
安
太
郎
氏
の
校
訂
に
よ
り
、
昭
和
三
十
九
年
聖
揺
寺
文
庫
刊
行
会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

江
戸
時
伏
、

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
年
）
亨
保
元
年
（
一
七
一
六
年
）
同
八
年
(
-
七
一
一
三
年
）
宝
永
年
間
、

の
五
回
に
わ
た
っ
て
、
瑞
応
両
、
虚
白
院
、
天
得
庵
な
ど
か
ら
、
遣
物
の
発
見
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
瑞
応
庵
に
お
け
る
元
禄
、
亨
俣
、

が
、
現
在
全
く
散
逸
し
て
し
ま
つ
て
、
記
録
以
外
に
の
こ
っ
て
い
な
い
。
明
治
二
十
年
瑞
応
庶
を
再
発
掘
し
よ
う
と
し
て
、
と
め
ら
れ
た

と
い
う
記
録
が
あ
る
が
、
歳
月
と
と
も
に
、
近
年
ま
で
、
そ
の
地
点
も
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
て
、
幸
い
最
近
こ
の
地
点
を
つ
き
と
め
る
こ
と

ー

註

る
、
癸
見
の
状
況
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

軍
要
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
う
た
が
い
な
い
。

れ
る
杭
、
下
駄
、
桶
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

福
岡
市
盆
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
年
）

こ
の
土
地
が
日
宋
、
日
元
貿
易
な
ど
大
陸
と
の
交
渉
上
、
き
わ
め
て

い
ま
先
ず
江
戸
時
代
よ
り
は
じ
め
近
年
に
い
た

「
豊
国
生
命
ビ
ル
」
建
設
工
事
で
は
、
桟
橋
と
お
も
わ
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福
岡
市
（
博
多
）
ITn
ェ
福
寺
発
見
の
追
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

戦
後
、
山
門
と
大
雄
宝
殿
の
関
の
工
事
中
、
砂
中
よ
り
水
注
と
皿
が
発
見
さ
れ
た
。
久
留
米
の
石
栢
美
術
館
に
お
け
ろ
展
観
に
出
品
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
水
仕
は
越
州
窯
に
よ
く
み
る
形
で
あ
る
こ
と
が
、
汗
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

元
禄
十
一
年
(
-
六
九
八
年
）
十
二
月
十
一
一
日

刑
福
寺
の
壬
院
、
瑞
応
庵
で
、
墓
地
を
ほ
つ
て
い
た
と
こ
ろ
、
石
の
下
に
壺
あ
り
、
中
よ
り
金
銀
製
品
を
出
土
し
た
と
い
う
。
只
以
益

軒
は
『
筑
前
続
風
土
記
」
巻
之
四
に
、
そ
の
間
の
事
情
を
記
録
し
て
い
る
。

「
こ
＼
に
当
年
十
二
月
ト
ニ
日
、
博
多
宗
湛
町
の
民
、
一
i

一
宅
偲
兵
衛
が
息
女
、
病
ん
で
死
す
。
嬰
福
吉
の
子
鳳
、
喘
応
賄
に
葬
ん
と
し

て
、
役
人
芦
土
地
を
う
か
つ
事
―
二
四
尺
許
。
地
中
に
石
あ
り
。
其
↑
よ
り
忽
に
一
の
壺
を
ほ
り
出
せ
り
。

金
器
也
。
僧
徒
よ
り
福
岡
の
有
司
に
其
白
を
告
し
か
は
、
監
史
来
て
、
足
を
点
検
せ
し
に
、
並
中
の
金
器
、
花
銀
、
金
花
銀
、
合
銭
、
銅

鈷
、
団
金
、
片
金
其
外
毎
に
て
作
れ
ろ
禽
獣
贔
焦
の
形
、
品
々
多
く
し
て
枚
挙
し
難
し
。
其
体
製
皆
中
華
良
工
の
所
作
に
て
、
日
本
の
製

に
非
す
。
是
い
に
し
へ
訊
世
に
兵
火
を
さ
け
て
、

時
江
戸
に
述
岐
し
玉
ひ
し
が
、
其
内
文
字
を
刻
め
る
金
銭
、
金
花
鍋
各
一
枚
を
と
＼
め
、
其
余
は
悉
く
丹
岩
に
返
し
賜
ふ
。
は
じ
め
壺
を

ひ
ら
き
し
腔
、

制
し
て
、
是
彼
傭
夫
等
地
を
掘
し
力
よ
り
出
た
れ
は
、
彼
等
が
取
し
は
得
べ
き
分
な
り
、
取
返
す
べ
か
ら
ず
、
況
罪
す
べ
け
ん
や
と
て
傭

夫
等
を
せ
め
求
る
事
を
ゆ
る
さ
ず
。
き
く
人
こ
れ
を
成
心
ず
。
其
條
金
花
を
悉
く
集
め
鋳
た
り
し
に
凡
そ
二
百
二
十
余
両
を
得
た
り
。
此
内

べ
し
と
て
給
は
り
け
る
。

ふ
た
を
ひ
ら
き
見
れ
ば
壺
中
悉
く

こ
＼
に
埋
み
し
な
る
べ
し
。
丹
岩
是
を
封
し
て
、
邦
君
綱
政
公
に
上
つ
る
。
綱
政
八
ム
此

是
を
収
返
し
て
送
り
返
さ
ん
と
す
。

金
八
両
を
彼
翠
の
地
主
瑞
応
庵
に
お
く
り
、
又
銀
百
両
を
誼
聖
院
に
寄
て
、
開
祖
の
祭
霙
を
助
く
。
其
余
は
住
持
月
岩
出
間
の
資
用
と
す

つ
い
に
翌
年
上
京
し
、
其
cel
心
を
遂
た
り
。
時
の
人
お
も
え
ら
く
、
是
惧
然
の
椀
倖
に
非
ら
ず
。
丹
岩
和
尚
平
日

の
宿
徳
所
感
の
法
福
な
る
べ
し
。
彼
亡
女
も
亦
宿
世
の
碑
囚
に
よ
り
て
、
か
＼
る
妙
累
を
閲
ぎ
し
に
や
と
、
皆
人
い
へ
り
。
」

ー

役
夫
賎
人
等
あ
ま
た
金
器
を
つ
か
み
取
し
を
監
司
の
輩
相
議
し
て

月
岩
か
た
＜
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2
 こ

の
年
も
瑞
応
庵
の
石
塔
の
修
補
に
あ
た
つ
て
、
ま
た
面
を
ほ
り
出
し
、
中
よ
り
金
弐
貫
九
百
目
、
銀
五
貫
三
百
目
の
銀
、
分
銅
な
ど

が
出
、

銘
に
「
郭
徳
浸
」
と
記
す
も
の
が
あ
っ
た
。
「
石
城
志
」
に
は

「
彼
髪
謬
却
て
速
忌
に
当
り
け
れ
ば
、
兄
惣
兵
衛
膚
噂
な
石
塔
を
修
袖
す
と
て
、
又
壺
を
掘
出
せ
り
。
金
弐
貫
目
耀
鱈
賛
虞
汀
宋

銅
五
貫
三
百
目
、
外
に
五
百
目
の
銭
、
分
飼
、
あ
り
。
銘
に
卵
徳
浸
と
あ
り
。
戸
噂
麟
霊
認
鍔
叩
炉
論
叩
喜
、
住
持
北
澗

長
老
、
伽
藍
百
興
の
発
顧
に
、
諸
国
勧
化
に
出
て
留
守
な
り
し
に
、
越
舟
、
文
外
、
江
山
、
古
庄
、
知
事
、
な
ど
と
い
へ
る
宜
僧
等
、
貪

欲
心
を
起
し
て
、
お
の
お
の
私
曲
の
ふ
る
ま
い
あ
り
。
｀
其
事
終
に
発
覚
せ
し
に
よ
り
、
一
山
の
不
は
な
る
事
を
咎
め
ら
れ
、
則
公
裁
あ
り

・
て
、
北
澗
は
住
識
を
止
め
ら
れ
、
五
僧
は
追
院
せ
ら
る
。
」

築
山
信
累
の
「
石
城
志
」
頭
杏
書
込
み
に
よ
る
と

「
年
表
に
は
亨
保
八
癸
卯
年
二
月
十
日
と
す
。
長
野
日
記
に
日
。
博
多
町
人
呉
竹
羨
三
郎
の
妻
と
申
す
も
の
、
先
年
相
果
て
、
如
ご
佃
寺

の
内
踪
い
庵
に
葬
り
、
石
塔
に
地
誠
を
建
立
、
所
柄
不
宜
に
付
、
少
々
脇
に
引
直
し
候
と
て
六
月
十
九
日
墓
所
掘
虞
地
蕨
下
に
棺
無
之
に

付
深
く
掘
出
し
見
候
へ
ば
壺
―
つ
掘
出
し
に
棺
は
地
蔵
あ
り
少
し
脇
に
御
座
候
由
右
の
壺
に
金
銀
の
作
り
物
大
分
人
居
申
候
由
、
先
年
元

禄
十
一
年
に
も
此
所
に
て
壺
―
つ
掘
出
し
候
金
銀
の
作
物
余
分
に
入
居
巾
侯
由
、
門
記
に
粗
見
て
居
由
候
由
、
此
節
伽
出
し
候
金
銀
の
覚

金
弐
旦
八
百
七
拾
八
匁
目
四
分
、
銀
五
宣
参
百
弐
拾
匁
目
壱
分
」

と
み
え
る
。
伊
東
束
涯
の
「
京
菩
録
」
巻
四
、
雑
載
録
に
は
、
元
禄
十
一
年
（
戊
寅
）
に
ひ
き
っ
ゞ
き
亨
保
元
年
（
丙
申
）
の
発
掠
お
よ
び

出
土
品
の
内
容
に
つ
い
て
、
か
な
り
く
わ
し
い
記
載
が
あ
ろ
。
日
野
開
三
郎
教
授
所
咸
本
に
よ
り
い
ま
そ
の
全
文
を
の
せ
る
と
、

「
筑
前
博
多
鎮
詈
下
市
小
路
町
商
人
。
有
呉
竹
善
三
郎
者
。
元
禄
戊
寅
歳
妻
死
。
葬
本
州
聖
福
寺
内
瑞
應
庶
、
穿
漿
之
次
。
得
金
銀
器

作
法
尻
等
物
一
嬰
、
悉
以
為
修
葺
之
資
。
置
石
彿
一
躯
。
以
誌
其
処
。
後
十
九
年
。
亨
保
丙
申
之
歳
。
以
側
労
竹
茂
、
主
僧
命
倖
改
属
、

六
月
卜
九
日
移
右
彿
、
穿
土
三
尺
所
、
又
得
一
嬰
、
比
前
梢
大
、
内
蔵
金
銀
器
物
如
前
、
得
銀
法
烏
八
錠
、
合
賦
貫
七
恰
四
銭
。
其
餘
金

鈴
、
金
虎
、
銀
刀
鞘
、
金
銀
鋳
造
物
象
詰
具
甚
幣
。
凡
得
命
八
百
八
拾
八
銭
餘
、
銀
五
貝
二
百
几
拾
銭
餘
。
以
今
時
金
銀
分
両
準
之
。
可

亨
保
元
年
丙
巾
(
-
七
一
六
年
）
六
月
十
八
日

福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）
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福
岡
市
（
悼
多
）
聖
屈
寺
発
見
の
遥
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

得
百
貫
目
債
ぷ
。
広
島
卜
各
慇
記
字
号
。
面
三
行
。

〇
径
歴
郭
術
祖

0
行
宜
政
院
糾
建
分
院

〇
提
調
官
副
使
側
失
監

付
亦
一
1

行。

c
客

商

謝

福

．

0
花
銀
蝉
拾
捌
両
重

0
辮
験
銀
匠
彰
禎

〇
按
元
時
諸
蹟
四
行
官
政
院
経
歴
官
。
元
明
倶
化
側
失
監
似
足
人
名
。
元
相
捌
思
監
゜
想
側
久
監
兄
胡
人
名
。
然
則
所
得
銀
綜
等
物
、
竹

元
時
物
。
前
世
外
隅
船
舶
、
特
湊
干
筑
州
。
故
元
時
器
物
。
亦
埋
上
中
。
距
今
殆
五
百
年
餘
。
中
闘
前
代
之
制
。
懺
然
可
見
也
。
囚
川
九

月
廿
―
―
一
日
記
。

3
 

と
み
え
、
鍬
怯
応
（
釦
紐
）
の
図
（
図
4
)
を
の
せ
て
い
る
。
お
な
じ
く
東
涯
の
『
輸
軒
小
鉗
」
に
「
元
世
銀
法
馬
ノ
事
」

に
つ
い
て
記
し
、
や
A
詳
し
く
説
明
し
て
い
ろ
。
中
村
幸
彦
教
授
所
蔵
本
に
よ
り
い
ま
そ
の
全
文
を
あ
げ
る
と

「
亨
保
年
丙
申
年
彼
石
佛
脇
薮
竹
生
シ
ケ
ル
ニ
依
テ
彼
墓
ヲ
―
二
尺
ヮ
キ
ヘ
移
ス
。
六
月
十
九
日
其
処
ヲ
掘
リ
ケ
レ
バ
亦
壺
一
ッ
掘
出

ス
。
此
璽
則
ヨ
リ
大
也
。
其
中
ョ
リ
銀
ノ
怯
馬
八
錠
ヲ
掘
出
ス
。
大
体
長
サ
四
寸
五
分
程
。
軍
サ
四
百
九
—
目
余
余
ア
リ
。
大
三
ッ
小
五

ッ
有
テ
料
目
少
々
ぷ
同
。
小
威
物
長
サ
ニ
寸
五
六
分
有
リ
。
其
法
馬
表
背
二
文
字
ア
リ
八
ッ
ニ
ァ
合
ー
一
貫
百
七
拾
四
匁
目
二
分
ア
リ
。
其

余
、
金
鈴
、
金
虎
、
銀
ノ
刀
鞘
、
金
銀
鋳
ノ
澁
物
諸
具
品
々
出
ル
、
銀
目
合
シ
テ
五
貝
日
念
モ
存
卜
云
、
其
法
馬
ノ
形
如
左
」
と
み
え
、

図
を
記
し
て
、
「
右
ノ
形
ヲ
考
ル
ニ
元
ノ
世
ノ
物
成
ル
ヘ
シ
、
元
ノ
時
二
諸
道
二
行
宜
政
院
卜
云
官
肘
ヲ
置
、
一
道
ノ
政
事
ヲ
掌
ル
。
経

歴
ハ
其
下
役
人
ノ
官
恨
、
提
謳
官
府
司
卜
云
ハ
共
官
ノ
司
ト
シ
テ
正
使
ノ
タ
ス
ケ
也
、
側
失
監
ハ
鞣
人
ノ
名
卜
見
ヘ
タ
リ
、
元
ノ
け
二
丞

旧
擁
思
監
卜
云
人
字
ハ
異
ナ
レ
ト
モ
其
音
川
近
シ
」
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を
買
取
て
瓜
都
に
持
上
り
大
い
に
利
閥
を
得
た
り
」

べ
し
」

。

と
あ
る

「
石
城
心
」
に
は

林
寺
に
も
此
の
銀
を
貸
付
た
り
。

亦
た
奇
と
謂
ふ

大
な
る
省
は
九
百
匁
巨
、

小
な
る
者
は
弐
拾
五
鈷

し
た
る
銭
器
壱
個
あ
り
。
中
に
白
銀
此
貫

五
百
匁
目
凸
馬
の
刻

3
 
亨
保
八
年
癸
叩

□
七
一
一
三
年
）
口
月
廿
五
日

「
長
野
日
記
」
、

徊
で
あ
り
、

二
墜
粁
録
」

そ
の
夫
が
呉
竹
善
一
云
一
郎
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

あ
ら
わ
れ
る
の
で
、

と
み
え
て
い
て
、

こ
の
点
、

法
馬
七
拾
参
偲
、

理
解
が
つ
く
。

亨
保
元
年
六
月
十
八
日
の
聖
幅
寺
出
土
品
に
つ
い
て
も
つ
と
も
く
わ
し
い
迅
緑
を
の
こ
し
て
い
る
。

「
輯
軒
小
録
」
そ
れ
ぞ
れ
発
見
の
事
情
に
異
同
が
あ
る
が
、
一
℃
縛
兵
衛
の
娘
が
テ
フ
、
そ
の
兄
が
惣
兵

つ
ま
り
オ
テ
フ
の
父
や
兄
の
三
宅
侍
兵
衛
、
惣
兵
衛
の
名
が

い
さ
A

か
溌
乱
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
年
、
瑞
応
旭
の
同
じ
と
こ
ろ
が
盗
棚
さ
れ
、
壺
巾
ま
た
ま
た
金
銀
製
品
が
出
七
し
た
。
壺
は
部
合
ー
ニ
個
目
で
あ
る
。

に
は
そ
の
時
の
事
情
を
記
し
て
い
る
が
一
聖
福
寺
史
」
に
は
「
旧
記
」
を
加
え
、

福
岡
市
（
博
多
〉
卯
器
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

さ
ら
に
く
わ
し
い
記
載
が
あ
る
。

「
楡
児
夜
に
乗
じ
て
同
庶
墓
地
に
入
り
、
窃
か
に
地
を
馨
ち
て
宝
を
付
い
去
る
。
其
の

六
百
六
拾
匁
目
、
銀
製
珍
器
量
四
百
員
、

字
、
王
面
に
は
「
辮
験
銀
匠
彰
禎
」
左
方
に
「
華
銀
五
拾
両
璽
」
、
右
方
に
は
「
窟
咋
謝
褐
」
、
裏
間
に
「
金
化
銀
」
と
あ
り
。
又
「
太

平
興
国
福
建
文
員
経
歴
使
郭
徳
順
製
]
と
刻
み
た
る
者
も
あ
り
。
按
す
る
に
「
百
世
統
訊
」
に
「
郭
柏
順
」
の
名
あ
り
、
本
朝
付
ヒ
天
皇

の
印
字
、
宋
国
太
祖
阜
帝
の
時
に
し
て
、
亨
保
七
年
に
至
り
、
七
百
六
拾
全
年
な
り
。
住
竹
円
罪
其
一
を
禁
廷
に
奉
献
し
、
其
一
を
炒
心

寿
に
納
め
、
其
余
は
舘
解
し
て
之
を
市
人
に
怯
却
す
。
市
人
之
を
京
師
に
輸
し
、
大
い
に
背
殖
せ
り
、
又
律
内
に
て
数
人
及
び
久
留
米
梅

然
る
に
吉
人
之
が
為
に
一
時
貨
州
し
た
る
者
は
、
其
家
漸
次
衰
依
し
た
り
と
云
ふ
。

「
右
金
銀
の
作
り
も
の
は
、
塔
頭
継
光
庵
の
塙
内
に
て
、
刀
穀
、
守
一
権
次
と
い
ふ
者
糾
潰
し
、
掠
三
郎
右
衛
門
と
い
へ
る
商
人
、
口
心

「
石
城
志
」

「
石
城
志
」
、
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福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

「
元
禄
十
一
年
十
二
月
十
二
日
歿
、
雪
庭
智
白
善
尼
」
の
銘
が
あ
り
、
石
仏
が
あ
る
墓
石
が
、
瑞
応
庵
の
西

瑞
応
庵
の
門
を
く
ゞ
つ
て
、
件
ん
の
墓
地
を
た
ず
ね
て
み
る
と
、

＜
墓
石
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
い
さ
＼
か
眼
を
う
た
が
つ
て
、
み
て
み
た
が
、
ど
う
も
ま
ち
が
い
な
い
の
で
、
そ
の
記
録
を
と
り
、
瑞
応

く

り

庵
の
庫
裡
を
た
A

い
て
み
た
が
、
不
在
ら
し
い
の
で
、
門
を
で
よ
う
と
す
る
と
、
は
か
ら
ず
も
瑞
応
庵
の
住
持
、
梅
巌
自
悦
師
に
お
あ
い

す
る
。
そ
の
墓
石
の
こ
と
を
申
す
と
、
三
宅
氏
の
後
裔
、
三
宅
淳
介
氏
は
い
ま
長
崎
市
に
お
ら
れ
る
の
で
、
過
夫
帖
も
あ
る
筈
だ
と
い
つ

て
、
三
宅
氏
に
は
失
礼
な
が
ら
、
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
左
の
家
系
図
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
な
り
、
当
然
、

R
懺
石
佛
一
躯
。
以
誌
其
処

と
み
え
る
。

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
三
日
の
午
後
、

こ
の
前
節
ま
で
か
き
あ
げ
て
、
窓
よ
り
空
を
見
上
げ
た
。
久
し
ぶ
り
の
秋
睛
れ
で
、
日
も
う

ら
A

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
、
聖
福
寺
の
境
内
を
散
索
し
、
瑞
応
庵
の
墓
地
を
た
ず
ね
た
の
で
あ
る
が
、
元
禄
、
亨
保
年
間
発
見
地

点
を
つ
告
と
め
る
こ
と
が
で
善
な
か
っ
た
。
し
か
し
以
上
の
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
問
題
の
墓
は

①
元
禄
十
一
年
十
二
月
十
二
日
歿

録
）
、

兄
は
綿
屋
の
惣
兵
衛
（
「
石
城
志
」
）
、
博
多
町
人
呉
竹
善
三
郎
の
妻
（
葉
山
信
果
「
万
城
志
」
頭
書
書
込
み
、
伊
東
東
涯
「
益
管

三
宅
億
兵
衛
の
女
「
テ
フ
」
、
法
溢
雪
庭
智
白
善
尼
と
日
ふ
。
其
墓
今
尚
同
庵
の
西
に
在
り
（
「
期
福
寺
史
」
）

②
―
―
一
宅
侍
兵
衛
の
息
女
（
筑
前
続
風
土
記
）
名
を
お
て
ふ
と
云
。

4
 
匹
禄
、
亨
保
年
間
発
見
地
点
の
確
認

「
元
禄
十
一
年
、
雪
庭
智
白
禅
尼
」
の
銘
を
ほ
っ
た
、
石
仏
を
い
た
ゞ
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あ
る
。
只
竹
善
l

二
郎
の
こ
と
に
つ
い
て
は

「
オ
テ
フ
」

っ
て
、

い
ま
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
つ
て
い
な
い
。

筑
緊
四
氏
に
報
告
、

只
竹
社
は
以
在
の
檻
家
に
は
な
い
。

「
石
城
ぶ
」
に
み
え
る
兄
、
紬
屋
の
惣
兵
衛
は
先
妻
の
子
で

し
か
し
、
墓
石
の
閃
係
か
ら
い

三
宅
似
兵
衛
一
女
子
＿
（
寂
庵
恵
照
禅
尼
）
？

扇
テ
フ
一
（
雪
庭
竹
白
禅
尼
）

盆
寂
晦
恵
照
禅
尼
）
？

呉
竹
善
三
郎

〈
雪
紅
袢
白
禅
尼
〉
の
東
の
左
に
は
三
宅
他
兵
衛
、

こ
＼
ま
で
わ
か
れ
ば
、

そ
の
右
に
は
同
じ
く

11
バ
い
を
い
た
ゞ
く
、
女
性
（
寂
庵
恵
順
罪
尼
）

の
地
が
あ
る
。
た
ゞ
し
過
去
帖
系
閃
に
は
こ
の
女
性
「
オ
テ
フ
」
と
呉
竹
上
[

1

一
一
郎
の
名
は
み
え
八
い
。

オ
テ
フ
は
偲
兵
衛
と
寂
庵
恵
照
禅
尼
と
の
子
供
か
、
姉
妹
に
な
る
。

は
お
そ
ら
く
結
婚
Fll
々
歿
し
た
か
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
、
三
宅
家
の
手
で
葬
ら
れ
て
い
る
。
梅
巌
目
況
師
の
御
協
力
を
臼
て
、

こ
＼
が
元
禄
、
亨
保
の
免
見
地
点
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
枷
巌
帥
の
は
な
し
で
は
、
近
々
こ
＼
を
腺
剋

し
て
、
納
骨
堂
を
つ
く
る
の
で
、
そ
れ
は
大
へ
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

~
辿
こ
の
こ
と
は
四
福
寺
史
の
資
料
膠
理
に
う
ち
こ
ん
て
お
ら
れ
る
：
宅
安
太
郎
、

「
オ
テ
フ
」

考
古
学
専
攻
学
生
ぷ
茸
と

訊
福
寺
朝
鮮
鐘
柘
本
実
図
の
際
、
鍋
山
猛
救
授
と
御
一
し
よ
に
聖
福
寺
老
師
龍
淵
戒
道
師
に
御
鉗
告
を
す
る
。
名
帥
は
そ
れ
は
御
苫
労
さ

ん
と
い
わ
れ
て
、
大
徳
寺
納
―
11

ご
に
茶
を
一
服
た
て
＼
く
だ
さ
れ
た
が
、

い
ま
だ
に
そ
の
う
ま
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

□ハ三
宅
氏
系
図
ニ
ミ
モ
ス

女

f

岸
本
茂
左
エ
門
女
子

―
—
惣
兵
衛
（
三
宅
伝
兵
衛
を
相
続
）

ニ

ー

勘

兵

衛

（

岸

本

家

を

つ

ぐ

）

屈
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
綺
）
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福
岡
市
揺
以
芝
）
聖
甜
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
綺
）

が
、
い
ま
し
ば
ら
く
疑
い
を
の
こ
し
て
お
く
。

6
 
宝
歴
八
年
戊
寅
（
一
七
五
八
年
）

の
四
北
に
あ
た
る
。

に
存
し
、

幅
寺
史
」
に
よ
ろ
と

の
竹
林
を
開
磐
す
る
に
当
り
、
南
京
窯
の
姿
器

虚
白
院
の
土
地
か
ら
、
一
―
つ
の
か
め
よ
り
朱
漆
椀
が
出
土
し
た
。

「
亨
保
よ
り
以
前
宝
永
年
中
に
、
虚
白
院
の
地
を
慇
ち
て
朱
椀
布
拾
具

を
得
た
り
。
毎
具
四
個
、
之
を
弐
甕
に
納
る
。
盤
谷
抑
師
の
時
、
既
に
悉

く
散
逸
し
て
倅
に
壱
個
を
存
す
る
而
「
」
。
納
る
る
所
の
嬰
も
一
は
虚
白
院

一
は
節
信
院
に
在
り
し
か
今
は
亡
せ
り
」

と
み
え
る
。
虚
白
似
は
現
在
玄
札
庵
内
に
あ
り
、

5

宝
永
年
間
（
一
七
0
四
ー
一
七
0
九
年
）

い
ま
の
玄
住
庵
の
廷
物

犬
得
阿
の
竹
林
を
間
い
た
際
、
南
京
窯
の
姿
器
が
出
七
し
た
と
い
う
。

「
堂
福
寺
史
」
に鎖
守
堂

の
南
圃

「
天
得
庵

を
得
た
り
。
大
小
式
拾
七
箇
、
皆
珍
奇
器
な
り
し
と
一
ぞ
ふ
。
」

と
み
え
る
。
天
得
庵
は
現
在
な
い
。
『
叩
福
寺
史
」
廃
寺
録
・
塔
頭
部
に

も
み
え
な
い
。
旧
聖
福
病
院
跡
の
土
地
か
も
知
れ
ぬ
と
の
こ
と
で
あ
る

「
聖

博多 ・聖福寺境内発見の一括遺物

発見年次 1| 場 所 I 出 土 品 I 

1 元禄11年 瑞応庵 1形中より 金鼎、花片銀、 金花製、金銭、銀銭 今なし(1698年 団金、 金、金 、危獣晶魚形品

2 亨保1年 I/ I/ 
（注馬） 8、金鈴、金虎、飯刀鞘

I/ 
(1716年 、金銀沿

3 亨保8年 I/ I/ 銀法沿馬、白鋸、銀製珍話 /i 
(1723年 （銀錠） 73個

4 宝永年間 虚白院 2嬰中より 朱椀50涸 ク

5 宝(暦17588年年 天得鹿竹林 南京窯姿器27個

'| 硯'廿

6 
昭和20年

宝山殿門の・大間雄 地下2加 青姿水注1個、皿1憐代
I 
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さ
十
九
・
八
セ
ン

図
1
下）

は

高

水
注
．
（
図
3
、
第

な
い
。

い
う
が
確
実
で
は

お
か
れ
て
い
た
と

注
の
蓋
の
よ
う
に

土
し
た
。
皿
は
水

砂
中
よ
り
水
注
一

ヽ
~4
 

個
と
皿
一
個
が
出

り
の
と
こ
ろ
で
、

ニ
メ
ー
ト
ル
ば
か

ほ
っ
た
際
、
地
ド

歎
後
、
数
年
た

と
大
雄
宝
殿
の
間

を
工
事
の
た
め
、

っ
た
こ
ろ
、
山
門

i 図
7

昭
和
―
―
十
年

ー
、
1
/
ー

福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寿
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

゜第1図
10CM 

福岡市聖福寺出土の青磁水注と黄緑釉jfil
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福
岡
市
盆
は
多
）
聖
福
寺
発
見
の
造
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

瑞
応
庶
で
は
一
＿
一
次
に
わ
た
つ
て
発
見
さ
れ
、

（
法
馬
）
七
拾
三
箇
が
出
土
し
て
い
る
。
元
禄
十
一
年
に
一
壺
よ
り
「
金
花
銀
」
が
出
上
、
銘
の
あ
る
も
の
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い

で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、

「
銀
観
」
、

「
法
馬
」
な
ど
と
し
る
し
て
い
る
が
、

「
銀
錠
」
と
称
せ
ら
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

銀
鋸
の
形
や
玉
量
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
伊
東
東
涯
の
「
益
獅
録
」
や
「
輸
軒
小
録
」
に
記
披
が
あ
る
。
中
の
か
る
＜
く
ひ
れ
た
長
い

る
。
出
土
に
つ
い
て
の
古
記
録
に
ば
「
金
化
級
」

1

銀
鎚
（
銀
錠
）

註
5
 
4
 
3
 
2
 
ー

皿
は
（
第
1
図
上
）
口
径
一

0
・
ニ
セ
ン
チ
、

が
か
＼
つ
て
い
る
が
貫
入
が
多
い
。

亨
保
元
年
に
は
一
壺
中
よ
り
（
法
馬
）
八
鉦

「
瑞
応
庵
ノ
地
二
堀
リ
金
探
リ
シ
時
ノ
始
末
」
（
聖
福
寺
文
庫
）
芝
宅
安
太
郎
氏
の
注
賓
心
に
よ
る
。

天
理
大
学
図
書
館
に
原
本
が
あ
る
。
ま
だ
刊
本
が
な
い
。

本
稿
は
日
野
開
三
郎
教
授
所
蔵
の
写
本
に
よ
る
。

中
村
幸
彦
教
授
所
蔵
の
写
本
に
よ
る
。

石
橋
芙
術
餡
「
東
洋
古
間
磁
展
」
目
録
昭
和
三
十
ぢ
年

近
世
、
閉
袖
寺
境
内
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
、
占
泉
愛
好
家
の
中
で
か
え
っ
て
注
意
さ
れ
て
い
る
。

聖
福
寺
境
内
発
見
の
遺
物
と
そ
の
年
代

高
さ
三
．

0
セ
ン
チ
、

チ
、
口
径
八
・
六
セ
ン
チ
、
此
径
七
•
五
セ
ン
チ
を
は
か
る
。
底
は
円
盤
状
合
で
な
く
自
然
な
カ
ー
プ
を
な
す
平
底
で
あ
る
。口
任
は
日

の
あ
と
五
徊
が
つ
く
。
注
口
は
け
ず
り
出
し
の
跡
が
の
こ
っ
て
お
り
、
双
耳
、
把
手
か
つ
く
。
胎
士
は
褐
色
陶
質
で
、
緑
黄
色
の
粕
が
仝

面
に
う
す
く
か
か
つ
て
い
る
。
こ
の
形
は
越
州
窯
に
も
よ
く
見
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
後
に
の
べ
る
よ
う
に
い
ず
れ
も
中
国

予
保
八
年
に
は
一
壺
よ
り
少
く
と
も

底
径
三
・
―
―
―
セ
ン
チ
を
は
か
る
。

胎
土
は
貨
灰
色
て
飯
色
の
釉
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く
、
聖
福
寺
出
土
品
を
元
代
に
あ
て
た
が
、

『
十
三
朝
紀
聞
」
お
よ
び
『
石
城
遺
間
」
な
ど
に
は
、
宋
人
の
百
堂
時

「
福
建
分
員
」

は
前
年
度
の
発
見
品
で
は

「
福
建
分

は
「
辮
験
銀
匠
彰
禎
」

福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
綺
）

分
銅
形
で
、
大
き
さ
四
寸
五
分
、
重
さ
四
百
九
十
匁
と
い
う
か
ら
、
約
一
三
・
六
セ
ン
チ
、
重
さ
一
八
一
二
七
グ
ラ
ム
前
後
と
な
る
。
銀
挺

（
四
十
八
両
）
と
記
す
か
ら
、
別
表
に
み
る
よ
う
に
五

0
両
の
平
均
約
二

0
0
0グ
ラ
ム
と
し
て
ほ

、ノー

ゞ
合
う
。
客
商
謝
福
は
加
藤
繁
博
士
の
と
く
よ
う
に

定
す
る
銀
匠
」

で
あ
ろ
う
。

「
行
宣
政
院
福
建
分
院
」

亨
保
八
年
の
出
士
の
銀
錠
は
、
大
な
る
も
の
五
百
匁
（
一
匁
は
三
・
七
五
グ
ラ
ム
と
す
る
と
、
一
八
七
五
グ
ラ
ム
）
で
、
そ
の
刻
字
に
一
面
に

「
華
銀
伍
拾
両
重
」

発
見
品
か
ら
み
て
も
「
彰
禎
」
と
す
る
が
王
し
く
、

「
太
平
興
国
福
建
分
員
経
歴
使
郭
徳
順
製
」

宜
政
院
の
名
は
元
以
前
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
客
商
謝
福
」
と
あ
り
、
裏
面
に
「
金
花
銀
」
と
あ
っ
た
。

「
彰
祖
」
と
い
う
の
は
前
年
の

る。

「
辮
験
銀
匠
彰
禎
」

「
銀
色
を
鑑

を
東
涯
は
元
の
時
の
も
の
と
し
側
失
監
を
元
の
丞
相
携
思
監
に
あ
て
た
の
で
あ

こ
れ
ら
の
銘
文
か
ら
み
て
前
年
度
と
全
く
同
一
の
グ
ル
ー
プ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

と
刻
ん
だ
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。

院
」
で
、
「
太
平
興
国
」
の
か
わ
り
に
「
行
宣
政
院
」
と
な
つ
て
い
る
。
「
太
平
輿
国
」
は
宋
太
宗
代
の
年
号
（
紀
元
九
七
六
年
1
九
八
四
年
）

に
み
え
る
が
、
そ
の
他
の
銘
は
元
禄
年
間
出
品
と
お
な
じ
で
「
太
平
興
国
」
を
年
号
と
解
釈
す
る
の
に
い
さ
A
か
疑
問
が
の
こ
る
。
む
し

ろ
、
宋
、
太
平
興
国
年
間
に
建
て
ら
れ
た
「
太
平
興
国
寺
に
あ
っ
た
行
宜
政
院
福
建
分
院
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
東
涯
が
は
や

『
博
多
古
説
拾
遺
」

代
に
あ
て
、
元
代
説
を
否
定
し
て
い
る
が
、
次
に
の
べ
る
点
よ
り
、
私
も
元
代
説
を
と
る
の
で
あ
る
。

「
元
史
」
巻
三
十
七
に

「
宜
政
院
秩
従
一
品
。
掌
釈
教
僧
及
吐
番
之
境
而
隷
治
之
過
吐
番
有
事
則
為
分
院
。

．．．．．． 
至
元
初
吃
総
制
院
而
領
以
国
師
。
二
十
五
年

因
唐
制
。
吐
番
来
朝
見
於
宜
政
殿
之
故
更
名
宜
政
院
。
」

と
み
え
て
、
宣
政
院
の
名
の
上
限
は
、
至
元
二
十
五
年
(

-

1

一
八
八
年
）
以
前
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
。
か
り
に
こ
れ
を
上
限
と
お
く
も
、
こ

の
年
は
日
本
で
は
伏
見
天
坦
代
正
応
元
年
に
あ
た
り
、
弘
安
の
役
の
直
後
に
あ
た
る
。

「
銀
を
官
に
収
め
た
商
人
の
名
」

に
は
重
さ
を
「
花
銀
蝉
拾
捌
両
重
」

と
あ
る
の
は
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中国発見、唐・宋・元代の銀録のリスト

I 唐代の銀怠廷

発 見 地 名 紀年銘重量銘鴻在の重量l参 考 l

挟西省安市東北大明宮址
天(宝75101)載 50両 67.2 両 計4個

天宝10載 I/ 67. 7 1t 

ク 62. 04 I/ 

I/ 65. Q I/ 

映西省秦渡地区・北張村 天(宝75133)載 50両 2.1 
kg 計1個

「八年」 計白銀7錠
江蘇省南京市北陰陽営

「元和工」翡 61. 55 // 

(813 年4)」
砕銀12塊

「(太82和7」-835) 

]I 宋代の銀筵

I 

発 見 地 名

1文957参年5発7-見4 1 西安市南郊大学路

2 I/ ク文芸路

1文963物年6発4-見6 

文195参85年8発-3見

3 湖北省黄石市西塞山

4 湖北省荊州城外

5 内蒙古、昭烏達盟

巴林左旗、毛布力格村

＇ 

紀 年銘 1I 重量銘1重現在量の I 夫多 考 l発見叫文献

2000 g 舟形銀錠 1955 文物66-1

1656 CJ 

1907 fJ 1960 文物66-1

1812 <J 

1840 g 

1531 fJ 

1840 CJ 

1840 tJ 

1807 g 

1812 g 

1840 <J 

1656 fJ 

1907 <J 

1907 tJ 

1656 lJ 

1625 g 

計計 3229030個市両 1955 文参55-9

淳(1祐2466年) 50両
60市両

25両 30市両

12両半 14市両

C ) 7市両半

C ) 3市両

淳(1祐25111年) 
形も制のはと黄お石な市じの 文物60-4 

50両 1933 tJ 1958 考古65-12

政大((観11和11元01474年年) ) 
50両 2000 fl 

2003 <J 

50両 2006 <J 

50両 2006. 5 f/ 

lll 元代の銀鮨

発見地名 紀年銘重量銘1現重在量の 夫多 考

江蘇省句容県春修水利中 I
I 

1 計2個

（赤山湖畔）
至元14年 50両 60. 7市11両あ「元り宝」の銘

2 
9 蘇州市虎丘山元塞 l大延(1(徳祐133008245年) 年) 計「10丁吉個父記」

「口京天舗」

w 明代の銀鎚

1 四JII省洪雅県、北門外、 1正徳16年 I
| 

紅星郷、明墓I
128個

l発見年文献

1956 文参57-5

1959 文物59-11

1955 考古通謀
56-3 



中国発見、唐・宋・元代の銀艇のリスト

I 唐代の銀鋸

I 
発見 地 名 I 紀年銘 1重量銘1現在の重量i参 考 l

1 灰西省安市東北大明宮址 天宝10載 50両 67.2 両 計4個
(751) 

天宝10載 ク 67. 7 // 

ク 62. 04 It 

ク 65. Q // 

2 狭西省秦渡地区・北張村 天(宝75133)載 50両 2.1 1,g 計1個

「八年」 計白銀7錠
3 江蘇省南京市北陰陽営 「元和」「 61. 55 I/ 

(813-九81年4)」
砕銀12塊

「(太82和7-」，835) 

19文57参年5発7-見4 

1文963物年6発4-見6 

文195参85年8発-3見
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福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

元
禄
十
一
年
に
は
壺
中
よ
り
、
金
器
、
金
銭
、
団
金
、
片
金
、
其
の
ほ
か
金
で
つ
く
っ
た
禽
獣
、
贔
魚
の
形
の
も
の
が
出
士
し
た
。
亨

2

金
製
品

至
元
の
年
号
は
元
の
世
祖
と
、
元
順
帝
の
二
つ
が
あ
る
が
、
元
の
世
祖
と
す
る
が
適
当
で
あ
る
。

「
壷
箸
録
」
の
図
に
み
え
る
聖
福
寺
銀
艇
の
し
わ
状
の
墨
線
は
、
至
元
十
四
年
銀
艇
を
み
て
は
じ
め
て
理
解
が
つ
く
。

唐
、
宋
代
の
銀
艇
は
、
近
年
西
安
市
近
郊
を
は
じ
め
各
地
よ
り
発
見
さ
れ
て
い
る
。
唐
代
の
も
の
は
長
方
形
短
冊
形
の
も
の
が
通
例
で
、
中

央
の
彎
曲
も
少
い
。
わ
が
奈
良
市
輿
福
寺
金
堂
須
弥
壇
下
で
発
見
さ
れ
た
銀
艇
（
図
7
)
は
囲
代
の
通
制
を
と
つ
て
い
る
。
宋
代
の
銀
艇

は
中
央
両
側
の
く
び
れ
が
さ
ら
に
せ
ば
ま
り
、
元
代
の
も
の
は
両
端
が
円
く
な
つ
て
分
銅
形
に
な
る
。
四
川
省
洪
雅
県
で
発
見
さ
れ
た
明

正
徳
十
六
年
(
-
五
ニ
―
年
）
銀
錠
を
み
る
と
、
さ
ら
に
両
皓
が
円
く
、
中
の
く
び
れ
た
い
わ
ゆ
る
法
馬
形
を
な
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
形
か
ら
み
て
も
聖
福
寺
銀
艇
は
江
蘇
省
句
容
県
発
見
の
元
至
元
十
四
年
(
-
―
―
七
七
年
）
銀
艇
に
最
も
近
く
、
ま
た
銘

文
か
ら
み
て
も
伊
東
東
涯
の
い
う
よ
う
に
元
代
の
も
の
と
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
お
も
う
。

な
ど
の
文
字
を
型
で
鋳
出
し
て
い
る
。

提

挙

司

銀

匠

影

興

祖

劉

慶

秤

子

韓

益

平

準

至

元

十

四

年

銀

伍

拾

両

鋳

銀

官

提

頷

大

使

副
使

（
図
5
)
の
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

3
 

一
九
五
六
年
江
蘇
省
句
容
県
楊
立
山
橋
、
元
代
墓
よ
り
至
元
十
四
年
(
-
―
―
七
七
年
）

こ
れ
は
長
さ
一
四
・
九
セ
ン
チ
、

も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
み
る
と
、
鋳
か
し
た
銀
を
型
に
な
が
す
と
そ
の
上
面
は
自
然
に
冷
却
し
て
年
輪
状
の
表
面
と
な
り
、
そ

の
下
面
は
型
ど
り
の
形
を
呈
す
る
。
こ
の
型
ど
り
の
面
に
は
「
元
賓
」
の
二
文
字
を
鋳
こ
ん
で
い
る
。
表
面
に
は

庫
子
楊
良
珪

聖
幅
寺
発
見
銀
艇
と
同
形
式
の
も
の
は
、

重
さ
一
八
九
六
グ
ラ
ム
を
は
か
る
。
幸
い
、
写
真
、

拓
本
と 銘
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同
時
に
発
見
さ
れ
た
銀
艇
は
元
代
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
「
花
銀
」
と
記
す
も
の
A

あ
る
こ
と
は
先
に
記
し
た
。
そ
う
す
る
と
伴
出

の
銀
総
も
宋
代
少
く
も
元
代
の
も
の
で
あ
る
公
算
が
多
い
こ
と
に
な
る
。

宋
代
で
は
、
銀
器
を
酒
器
、
茶
器
と
し
て
一
般
に
使
用
す
る
風
が
盛
ん
と
な
っ
て
、
北
宋
の
都
沖
（
開
封
）
で
は
、
酒
楼
、
茶
楼
な
ど

銀
秤
銀
瓶
銀
台
銀
塙

其
の
形
芙
容
花
の
如
し

銘
日
劉
君
質
製

保
八
年
に
は
、
壺
中
よ
り
、
金
器
の
他
、
金
鈴
、
金
虎
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
元
禄
十
一
年
に
は
、
金
花
を
悉
く
集
め
鋳
し
凡
そ
二
百
三

十
余
両
（
一
両
三
十
六
グ
ラ
ム
と
す
れ
ば
約
八
キ
ロ
三
0
グ
ラ
ム
）
亨
保
元
年
に
は
金
弐
貰
目
（
一
貫
三
・
七
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
七
•
五
キ
ロ
グ

ラ
ム
）
亨
保
八
年
に
は
金
八
百
八
拾
銭
余
（
一
銭
は
一
両
の
十
分
の
一
、
三
六
グ
ラ
ム
と
し
て
、
計
三
キ
ロ
一
六
八
グ
ラ
ム
余
）
が
出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
形
制
は
散
逸
し
て
い
る
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
聖
福
寺
史
』
に
よ
る
と
近
世
ま
で
の
こ
っ
た
も
の
に
「
金
鐸
礼
E
」

銘

「
金
銭
疇
釦
千
秋
」
が
あ
っ
た
と
っ
た
え
て
い
る
。

銀
製
品
は
銀
挺
の
記
載
に
目
が
う
ば
わ
れ
て
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
亨
保
元
年
に
は
銀
艇
以
外
に
銀
五
貫
一
二
百
弐
拾
匁
壱
分

同
八
年
に
は
五
貫
二
百
九
十
銭
余
が
出
土
し
て
い
る
。

れ
た
も
の
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
っ
た
。

富
貴
長
分

銀
鐸
銘
日

銀
銭

其
形
桔
梗
花
の
如
し
。

（
一
九
・
六
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
、

「
聖
福
寿
史
」
に
よ
る
と
、

3

銀
製
品 福

岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遣
物
に
つ
い
て
（
岡
綺
）

近
世
ま
で
っ
た
え
ら
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5

陶
磁

福
岡
市
盆
博
多
）
塑
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
〗

と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
宋
元
代
の
可
他
性
が
あ
る
。

宝
永
年
間
、
虚
日
院
よ
り
朱
椀
五
拾
具
を
得
た
と
い
う
。
こ
の
漆
器
の
実
物
も
残
会
な
が
ら
今
日
の
こ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
二
つ
の

甕
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
瑞
応
岡
よ
り
の
出
土
状
磐
と
近
く
、
近
世
の
も
の
で
は
あ
り
得
ま
い
。
銀
器
が
宋
元
代
の
も
の

4

漆
器

代
の
銀
器
を
紹
介
し
て
、
将
来
を
ま
ち
た
い
と
お
も
う
。

こ
れ
に
は
壺
、
瓶
、
杯
、
茶
托
、
合
門
尊
、

薫
炉
、
勺
な
ど
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
そ
の
杜
は
、
蓮
花
状
に
ひ
ら
ぎ
、
茶
托
も
ま
た
そ
の
受
花
は
蓮
弁
と
な
つ
て
い
る
。
罪
福
寺
史
に
い

う
「
銀
澄
、
其
形
芙
蓉
花
の
如
し
、
銀
台
、
其
杉
桔
梗
花
の
如
し
」
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
も
の
を
さ
す
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ

ら
は
現
在
失
わ
れ
て
た
し
か
め
る
に
よ
し
な
い
か
、
将
来
ま
た
聖
福
専
境
内
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
ら
、
新
発
見
の
中
国
宋
元

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

上
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

て
用
い
ら
れ
た
。
南
宋
に
な
ろ
と
一
部
菱
為
に
か
わ
っ
た
が
銀
器
使
用
の
風
は
元
代
に
も
っ
た
え
ら
れ
た
。

こ
れ
は
i

般
庶
民
生
活
の
向

8
 

黄
橋
郷
、
元
墓
よ
り
銀
艇

1
個
と
と
も
に
八
稜
銀
果
愈
、

元
仇
の
誤
器
と
し
て
は
江
蘇
省
呉
県
（
蘇
州
市
〉
虎
丘

111北
一
里
洪
橋
南
、

孟
、
扁
窟
、
円
盆
、
梅
花
銀
禽
小
銀
愈
、
銀
水
孟
、
銀
尊
、
銀
匙
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
八
稜
銀
累
念
に
は
「
問
宜
造
」
、
扁
合
皿

に
は
「
花
銀
迅
」
の
鈷
が
あ
っ
た
。
江
蘇
省
無
錦
rlJ
九
翠
か
ら
は
金
器
（
杯
、
箸
、
帯
飾
）
漆
器

2

ノ
ば
、
盆
、
盆
、
桶
）
や
ニ
エ
元
通
行
宝

紗
」
五
百
文
、
弐
口
＇
父
紗
な
ど
と
と
も
に
、
銀
罰
、
合
門
匝
、
盆
、
碗
（
容
器
）
、
七
、
匙
、

。
ー

宋
代
の
も
の
に
は
、
四
川
省
徳
陽
冥
孝
泉
鎮
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
が
代
表
的
で
あ
る
。

〈
食
器
）
銀
欽
、
花
弁
形
蝕
具
（
装
月
具
） 銀
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註
4
 
3
 
2
 
ー

加
藤
繁
「
尉
宋
時
代
に
お
け
る
金
銀
の
研
究
」

こ
の
項
の
関
係
資
料
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
日
野
間
三
郎
教
授
及
び
東
洋
史
研
究
室
、
愛
宕
松
男
教
授
の
教
示
に
負
う
所
が
少
く
な
か
っ
た
。

「江
蘇
省
出
土
文
物
選
鋲
」
（
文
物
出
版
社
）
―

10
二
。
一
九
六
三
年

李
閻
渠

「弥
足
珍
真
的
天
宝
造
物
ー
西
安
市
発
硯
楊
国
忠
進
買
銀
鎚
」
（
「
文
参
」

第2図京都市宇治浄明寺発見

越州窯水注（京都国立博物館写真）

の
墓
地
一
帯
は
い
ま
も
肯
磁
が
出
る
。

福
岡
市
（
関
多
）
生
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

一
九
五
七
ー
四）

ら
の
製
作
と
考
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

め
る
に
い
た
ら
な
い
。
五
代
よ
り
も
、
む
し
ろ
宋
伏
に
入
っ
て
か

宝
暦
七
年
、
天
得
庵
の
竹
林
を
開
く
際
、
南
京
窯
の
姿
器
大
小
二
十
七
個
が
出
土
し
た
と
い
う
。
皆
珍
奇
の
器
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、

銭
念
な
か
ら
い
ま
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
中
国
舶
載
の
姿
器
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
船
福
寺
の
東
南
、
妙
楽
禅
寺
の
裏

戦
後
、
那
福
寺
で
発
見
さ
れ
た
水
注
の
形
は
、
唐
末
五
伏
の
越
州
窯
姿
器
に
も
よ
く
見
る
も
の
で
、
藤
原
道
長
の
た
て
た
京
都
市
宇
治

浄
明
寺
か
ら
発
見
さ
れ
、
現
在
京
都
国
立
博
物
館
に
出
陳
さ
れ
て
い
る
も
の
は
も
つ
と
も
優
美
な
も
の
で
あ
る
。

五
代
の
水
注
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

お
お
む
ね
口
は
ラ
ッ
。
ハ
状
に
3
 
ー

ひ
ら
き
、
底
に
け
ず
り
高
台
が
あ
る
。
江
西
省
疑
徳
鎮
梅
亭
窯
で

聖
福
寺
の
例
は
、
越
州
窯
式
で
は
あ
る
が
、
そ
の
窯
を
た
し
か

ら
か
で
あ
る
。

も
五
代
の
水
注
が
あ
り
、
越
州
窯
水
注
の
影
膊
の
あ
る
こ
と
は
明

の
窯
は
唐
末
、
五
代
、
北
宋
代
に
わ
た
る
も
の
て
あ
る
が
、
唐
末

2
 

ー

一
九
五
七
年
、
浙
江
省
余
挑
県
上
林
湖
畔
て
調
査
さ
れ
た
陶
姿
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以
上
の
べ
て
来
た
よ
う
に
、
山
門
・
大
雄
賓
殿
の
間
に
は
宋
代
越
州
窯
系
の
姿
器
が
あ
り
、
瑞
応
庵
の
一
括
遺
物
に
は
元
代
の
銀
艇
が

ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
境
内
も
し
く
は
そ
の
外
郊
に
掏
器
、
漆
器
な
ど
の
出
土
が
あ
つ
て
、
宋
元
代
の
大
陸
交
渉
を
示
す
も
の
の
あ
る

こ
と
は
き
わ
め
て
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
出
土
地
点
は
広
範
囲
に
ま
た
が
り
、
こ
の
分
で
は
ま
だ
／
＼
聖
幅
寺
境
内
に
こ
の
種
の
埋

蔵
が
あ
る
こ
と
が
想
像
で
ぎ
る
。

瑞
応
庵
墓
地
の
あ
た
り
は
、
聖
福
寺
の
寺
地
よ
り
や

A

高
く
、
一
区
画
を
な
し
て
い
る
。
山
門
•
仏
殿
間
の
あ
た
り
は
や
A

低
平
な
地

域
で
あ
り
、
地
表
下
ニ
メ
ー
ト
ル
よ
り
少
く
も
宋
代
陶
磁
が
出
て
い
る
。
こ
の
水
注
は
ほ
ゞ
無
傷
で
あ
り
、
南
宋
、
元
代
に
ま
で
さ
が
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
栄
西
禅
師
が
建
久
六
年
（
―
-
九
五
年
）
聖
福
寺
を
開
く
以
前
の
も
の
と
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
栄
西
は

宋
人
百
堂
の
跡
に
ひ
ら
い
た
こ
と
を
つ
た
え
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
代
の
可
能
性
は
充
分
み
と
め
て
お
い
て
よ
い
。

13 12 11 10 

，
 

8
 
7
 
6
 
5
 福

岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

四

叶
毎
梅
、
朱
琴
華
「
南
京
北
陰
陽
営
発
現
唐
代
銀
錠
」
（
「
文
参
」
一
九
五
八
ー
三
）

奈
良
国
立
博
物
館
監
修
「
天
平
の
地
宝
」
医
版
一
三
六
、
盆
岡
崎
譲
治
解
説
）
、
陀
和
三
十
六
年

朱
捷
元
・
黒
光
「
西
安
南
郊
出
土
一
批
銀
錠
」
（
「
文
物
」
一
九
六
六
ー
一
）

李
逸
文
「
内
蒙
古
巴
林
左
旗
出
土
北
宋
銀
廷
」
（
「
考
古
」
一
九
六
五
ー
ー
ニ
）

四
川
省
文
物
管
理
委
員
会
「
四
川
洪
雅
九
勝
山
明
墓
出
土
的
銀
錠
」
（
「
考
古
通
謀
」
一
九
五
六
ー
三
）

江
蘇
省
文
物
管
理
委
員
会
「
江
蘇
省
呉
県
元
墓
清
理
簡
報
」
（
「
文
物
」
一
九
五
九
-
1
0
)

無
錫
面
博
物
館
「
江
蘇
無
錫
市
元
塞
中
出
土
一
批
文
物
」
（
「
文
物
」
一
九
六
四

I
-
―-）

沈
仲
常
「
四
川
徳
陽
出
土
的
宋
代
銀
器
簡
介
」
（
「
文
物
」
一
九
六
一
ー
十
一
）

田
中
作
太
郎
「
本
邦
遣
蹟
出
土
の
宋
磁
」
（
「
世
界
陶
磁
全
集
」
宋
遼
篇
所
収
）

金
祖
明
「
浙
江
余
挑
青
資
窯
址
調
査
報
告
」
（
「
考
古
学
報
」
一
九
五
九
ー
三
）

「
中
国
二
千
年
の
美
」
古
掏
磁
と
西
安
碑
林
拓
本
展
ニ
―
八
、
一
九
六
五
年
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そ
れ
を
さ
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

ー
ト
附
近
よ
り
野
球
場
に
か
け
て
ゞ
あ
っ
て
、

福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
盆
岡
崎
）

）
 
ー

太
宰
府
の
統
制
の
あ
る
時
代
で
は
、
官
貿
易
と
し
て
太
宰
府
側
の
役
人
が
、
中
国
側
の
商
人
と
た
ち
あ
い
、
鴻
朧
館
・
警
固
所

の
福
岡
市
平
和
台
）
な
ど
で
貿
易
を
行
っ
て
い
た
。
か
の
地
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
は
、

「
竹
取
物
語
」
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
当

時
の
日
本
の
人
々
に
と
つ
て
ぎ
わ
め
て
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
太
宰
府
官
人
な
ど
で
も
う
ま
く
や
れ
ば
私
腹
を
こ
や
す
こ
と
が
で
き
た
が
．

延
喜
三
年
八
月
勾
九
0
三
年
）
、
唐
船
来
着
に
際
し
、
官
使
い
ま
だ
至
ら
ざ
る
に
富
豪
、
勢
家
等
恣
に
唐
物
を
買
い
漁
る
を
禁
じ
た
（

「
類
緊
三
代
格
」
十
二
、
禁
制
）
と
み
え
ろ
の
は
、

こ
う
い
っ
た
事
件
の
た
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
頃
の
大
陸
の
使
人
、
商
人
と
日
本
側
の
官
吏
の
接
触
交
渉
の
場
は
太
宰
府
の
出
先
機
関
で
あ
る
鴻
膿
館
、
警
固
所
で
あ
っ
た
。

鴻
嘘
館
が
い
ま
の
福
両
市
平
和
台
（
福
岡
城
内
、
戦
前
の
歩
兵
連
隊
）
の
中
に
あ
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
た
の
は
中
山
平
次
郎
博
士
の
功
績

で
あ
る
。
鏡
山
猛
教
授
も
、
戦
中
及
戦
後
そ
の
遺
址
の
調
査
に
あ
た
ら
れ
た
。
奈
良
•
平
安
時
代
の
遺
物
の
多
く
出
る
の
は
バ
レ
ー
・
コ

野
球
場
の
方
は
そ
の
建
設
工
事
の
為
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

奈
良
時
代
の

瓦
は
小
田
富
士
雄
氏
に
よ
っ
て
太
宰
府
や
三
宅
廃
寺
に
み
る
白
鳳
様
式
の
老
司
式
（
福
岡
市
老
司
瓦
窯
出
土
瓦
を
標
準
と
す
る
）
に
対
し
鴻
腫

館
式
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
軒
丸
、
軒
平
瓦
も
あ
り
、
平
瓦
に
「
伊
貴
作
瓦
」
ま
た
は
「
警
固
」
の
押
銘
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
現
在
の
福

出
さ
れ
、

岡
市
西
郊
、
壱
岐
瓦
窯
の
製
作
を
示
し
、
後
者
は
「
誓
固
所
」
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

鴻
腫
館
の
名
は
、
貞
観
年
間
ま
で
は
盛
ん
に
文
献
に
み
え
る
が
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
年
）
五
月
新
羅
の
海
賊
が
博
多
津
に
侵
入
し
、

豊
前
国
年
貨
の
絹
綿
を
掠
奪
し
て
逃
走
し
た
事
件
日
本
三
代
賓
録
十
が
あ
り
、
そ
の
年
、
蝦
夷
の
辟
因
を
配
し
て
警
固
す
べ
き
太
政
官
符
が

六
、
清
和
天
皇

こ
れ
を
境
と
し
て
鴻
腫
館
の
名
は
み
え
ず
、
次
第
に
警
固
所
の
名
に
う
つ
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
平
瓦
上
の
「
警
固
」
も

平
和
台
バ
レ
ー
・
コ
ー
ト
附
近
に
は
礎
石
あ
ろ
建
築
址
が
あ
っ
た
。

太
宰
府
長
官
、
藤
原
惟
憲
な
ど
は
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
よ
り
高
野
孤
涯
、
大
場
憲
郎
氏
ら
の
献
身
的
努
力
に

（
い
ま

-18 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



福
岡
市
（
岡
多
）
聖
福
寺
発
見
の
追
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
〗
）

呉
越
の
商
人
蒋
衰
の
名
も
天
度
八
年
（
九
四
五
年
）

の
条
に
み
え
る
。
蒋
哀
は
呉
越
王
佐
の
書
状
お
よ
び
土
宜

年）

に
わ
た
り
約
十
回
に

わ
た
つ
て
五
代

・
呉
越
国

と
承
平
五
年
（
九
三
五
年
）
よ
り
天
徳
四
年
（
九
五
七

よ
り
の
通
交
貿
易
が
記
さ
れ
て
お
り
、
呉
越
の
国
名
は
す
で
に
我
国
で
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
依
然
、
旭
物
、
唐
物
使
な
ど
は
唐
の
名
前

が
の
こ
さ
れ
て
い
る。

こ
の
中
で
呉
越
の
面
人
蒋
承
勲
の
名
は
、
承
平
五
年
、
六
年
、
天
脱
元
年
、
天
暦
七
年
な
ど
の
条
に
み
え
、

天
暦
元
年
（
九
四
七
年
）

を
す
A

め
、
蒋
承
勲
は
呉
越
王
弘
倣
の
書
及
び
錦
紐
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

ま
た

「
日
本
杞
略
」
後
篇
二
お
よ
び
「
本
朝
文
粋
」
に
よ
る

第3図

と
し
る
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

小
蒋
置
此
硯
瓦

胡
承
漣
鍋

□□
]
之
年

福岡市平和台発見

現
長
―
―
セ
ン
チ

、

現
巾

七
•

五
セ
ン
チ
）
に

，
 

こ
こ

で
採
集
さ
れ
た
粘
板
岩
質
の
風
字
硯
残
欠
（

r
o
 

し に
も
影
勝
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

小蒋銘石硯

く

日
常
生
活
の
用
具
と
し
て
の
陶
磁
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
式
の
も
の
が

愛
知
県
猿
投
古
窯
出
土
に
み
る
陶
磁

よ
っ
て
瓦
の
み
な
ら
ず
、
越
州
窯
陶
磁
片
が
多
数
採
集
さ
れ
、
小
山
富
士
夫
氏
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

高
野
氏
の
採
集
品
（
図
2
)
を
み
て
も
、
碗
、

水
注
、
壺
な
ど
が
あ
り
、

8
 

つ
て
、
浙
江
省
余
挑
県
上
林
湖
畔
の
越
州
窯
址
出
土
品
と
比
較
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
な
る
と
、

単
な
る
貴
用
品
で
な

碗
は
口
縁
に
輪
花
を
伴
い

`‘‘~ 
7
 

ま
た
内
部
に
草
花
状
の
文
様
が
あ
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宋
代
に
入
っ
て
宋
商
の
来
着
あ
い
つ
い
だ
。

寛
和
二
年
（
九
八
六
年
）

で
き
な
い
旨
の
詔
令
を
出
し
て
い
る
。

両
浙
に
は
杭
州
、
明
州
な
ど
の
港
が
入
る
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

（
ヴ
ィ
ザ
）
が
あ

卯
祐
二
年

(
1
0
八
六
年
）
に

宋
に
な
つ
て
、

こ
の
呉
越
で
の
交
尻
に
は
、
交
易
暦
物
使
と
し
て
、
藤
原
親
盛
が
お
も
む
い
て
お
り
、
太
宰
府
及
鴻
腫
館
で
交
渉
が
行
わ
れ
、
遺
物
及

文
献
か
ら
考
え
て
、
平
和
台
発
見
の
瓦
硯
に
み
え
る
小
蒋
は
蒋
承
懃
、
蒋
衰
も
し
く
は
そ
の
一
族
に
あ
て
る
可
能
性
が
少
く
な
い
の
で
あ

る。
呉
越
代
の
中
国
側
の
港
は
、
や
は
り
明
州
で
、
明
州
に
近
い
越
州
窯
陶
姿
が
入
る
可
能
性
は
多
く
、
今
後
の
検
討
が
の
ぞ
ま
れ
よ
う
。

外
国
貿
易
を
統
制
し
た
。

太

平

興

国

の

初

（

九

七

九

年

）

京

師

に

権

易

院

を

お

き

、

『

宋

会

要

輯

稿

四

』

職

官

志

四

十

四
に
よ
る
と
諸
番
国
の
香
薬
宝
貨
の
広
州
、
交
州
、
泉
州
、
両
浙
に
至
る
も
の
官
庫
を
出
す
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
、
私
に
相
市
易
す
る
こ
と
の

は
泉
州
に
は
市
舶
司
を
増
置
し
、
三
年
に
は
密
州
支
橋
（
山
東
省
膠
県
）
に
市
舶
司
を
お
い
た
。

意
さ
れ
た
。

三
善
為
康
の
「
朝
野
群
載
」

盆
巻
第
二
十
、
太
宰
府
附
異
国
大
宋
商
客
事
）
の
中
に
あ
り
、

大
宋
国
商
客
鄭
仁
徳
が
太
宰
府
に
来
着
し
た
が
、
鱈

□誓

同
年
入
宋
僧
裔
然
が
帰
朝
し
て
い
る
。
長
保
二
年
七
月
「
大
宋
福
州
商
客
用
鉦
」
（
百
錬
抄
）
と
み
え
。
北
宋
末
、
日
本
で
は
堀
河
天
皇

長
治
二
年
（
―
I

0
1
一
年
）
八
月
二
十
日
大
宋
国
泉
州
人
李
充
の
船
が
筑
前
博
多
津
に
入
っ
た
時
太
宰
府
の
官
吏
が
臨
検
し
た
際
の
、

書
（
警
固
所
解
）
が
、
こ
れ
に
は
北
宋
崇
寧
四
年
（
日
本
側
の
長
治
一
一
年
）
、

明
州
の
提
挙
両
浙
路
市
舶
可
で
発
行
し
た
「
公
慇
」

り
、
こ
の
中
に
物
貨
と
し
て
、

象
嵌
陣
拾
疋
、
生
絹
拾
疋
、
白
綾
戴
拾
疋
、
梵
浣
煎
栢
床
、
訟
盃
渫
壼
百
床

文

森
克
巳
博
士
に
よ
っ
て
注

の
品
目
を
あ
げ
て
い
る
。
梵
坑
、
登
渫
と
い
う
の
は
、
坑
、
皿
形
の
も
の
を
さ
す
も
の
で
、
絹
お
よ
び
陶
磁
を
多
鼠
に
つ
み
こ
ん
で
吾
た

こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
A

で
は
太
宰
府
、
も
し
く
は
鴻
腫
館
の
名
が
な
く
警
固
所
の
名
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

宋
代
の
陶
磁
は
、
こ
れ
ま
で
の
浙
江
省
越
州
窯
よ
り
さ
ら
に
広
範
囲
な
地
域
よ
り
も
た
ら
さ
れ
ろ
。
福
岡
市
近
郊
よ
り
太
宰
府
に
か
け
て

お
び
た
ゞ
し
い
龍
泉
窯
、
同
安
汀
渓
窯
の
青
磁
が
発
見
さ
れ
ま
た
景
徳
鎮
の
青
白
磁
、
建
窯
手
の
天
目
な
ど
も
加
わ
る
。
「
金
天
満
堂
」
、
「
河

福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）
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福
岡
市
（
団
多
）
聖
福
寺
発
見
の
追
物
に
つ
い
て
盆
岡
崎
）

ど
福
建
省
海
岸
部
の
港
の
商
人
が
来

を
経
由
す
る
に
せ
よ
、
福
州
、
泉
州
な

大
陸
よ
り
、
明
州
の
両
浙
巾
舶
司

示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

に
模
作
し
た
の
も
こ
う
し
た
動
告
を

に
亨
受
す
べ
き
も
な
か
っ
た
。
古
瀬

①
 
ー

戸
窯
で
景
徳
鎮
を
含
め
宋
磁
を
盛
ん

1. 

や
す
い
中
国
陶
磁
を
北
九
州
の
よ
う

こ
ば
れ
た
が
、
東
国
で
は
、
こ
わ
れ

の
う
ち
あ
る
も
の
は
さ
ら
に
東
に
は

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ

荘
園
な
ど
に
も
侵
透
し
、
日
常
品
化

2. 

が
あ
り
、
宋
代
の
陶
磁
が
、
各
地
の

地
よ
り
も
多
品
に
発
見
さ
れ
る
こ
と

で
は
太
宰
府
、
博
多
の
み
な
ら
ず
各

も
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
る
が

こ
れ
は
近

浜
遺
範
」
銘
の
肯
磁
碗
（
第
4
図
ー・
2
)

年
浙
江
省
龍
泉
県
な
ど
の
北
宋
龍
泉

ヽ
~

2
 

窯
址
よ
り
も
検
出
さ
れ
た
。
北
九
州

3. 4. 

螂

第4図 福岡市近郊発見、宋元代中国陶磁 1.2．太宰府近郊（柳沢義幸氏蔵）

3．福岡市毀子浜（九大考古学研究室） 4．福岡市今宿（二宮八郎氏蔵）
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着
し
、
南
宋
に
い
た
つ
て
ま
す
I
＼
こ
の
傾
向
を
ふ
か
め
た
に
ち
が
い
な
い
。
来
住
の
商
人
た
ち
は
、
鴻
腫
飼
に
は
す
ま
ず
、

便
宜
の
と
こ
ろ
に
住
み
は
じ
め
た
。

こ
の
点
、

い
ま
の
福
岡
市
内
の
博
多
津
及
び
筈
崎
八
幡
宮
領
は
、
悔
港
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
く
、
内
陸
に

も
つ
な
が
る
利
点
を
そ
な
え
、
宋
商
人
の
み
な
ら
ず
流
入
す
る
人
々
も
多
く
、
都
市
的
な
発
展
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

天
元
五
年
の
条
に
よ
ろ
と
博
多
津
に
来
た
宋
商
人
が
滞
在
三
年
に
わ
た
り
、
政
府
買
上
品
の
代
価
を
下
附
さ
れ
ず
因
窮
し
た
こ
と
が
み
え

る
こ
と
も
、
博
多
が
舒
し
ろ
民
間
の
商
業
都
市
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
石
清
水
文
古
」
巻
五
宮
事

縁
事
抄
笞
崎
造
営
事
に
よ
る
と
、
仁
平
―
―
一
年
（
―
-
五
三
年
、
南
宋
紹
輿
三
二
年
）
太
宰
府
目
代
、
藤
厨
宗
頼
が
府
の
検
非
違
所
別
当
安
清
、

同
執
行
大
監
種
平
、
同
季
実
等
を
し
て
兵
を
率
い
て
筈
崎
、
博
多
方
面
を
侵
略
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
宋
人
主
昇
後
家
以
下

千
六
百
家
の
資
財
を
運
び
夫
り
、
さ
ら
に
笞
崎
宮
に
乱
入
し
て
神
殿
、
若
宮
宝
蔵
を
破
壊
し
て
、
神
体
宝
物
等
を
奪
取
し
、
神
人
供
僧
を

刃
傷
し
た
こ
と
が
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
記
録
を
信
ず
る
と
す
れ
ば
、
笞
崎
、
博
多
は
少
く
も
千
六
百
家
を
数
え
る
都
市
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
A

に
宋
人

こ
の
こ
ろ
か
ら
宋
船
は
し
ば
ら
く
博
多
律
に
つ
か
ず
、
か
わ
り
に
仁
和
寺
宮
の
荘
園
で
あ
る
今
津
が
登
場
し
て
来
る
。
今
津
は
蜆
在
福

岡
市
今
津
（
旧
福
岡
県
糸
烏
郡
今
津
村
）
に
あ
た
り
、
南
に
面
し
た
入
海
の
大
部
分
は
干
加
さ
れ
て
い
る
。
栄
西
禅
師
は
仁
安
五
年
(
-
―
六
八

年
）
、
博
多
津
に
お
い
て
宋
通
事
李
徳
昭
に
あ
い
、
宋
船
で
出
帆
、
明
州
に
到
着
、

そ
れ
人
＼

の
僧
重
源
と
と
も
に
帰
国
し
た
。
嘉
応
元
年
(
-
―
七
0
年
）
中
原
氏
の
女
が
今
津
に
誓
顧
寺
を
建
宣
、
主
と
し
て
こ
＼
に
住
ん
だ
。

こ
の

間
平
家
は
壇
ノ
浦
に
滅
び
、
源
氏
の
世
の
中
と
な
っ
て
い
た
が
、
か
れ
は
文
治
三
年
（
―
-
八
七
年
）
再
び
渡
宋
、
さ
ら
に
天
竺
に
わ
た
ら

ん
と
し
て
な
ら
ず
、
天
台
山
万
年
寺
に
学
ん
で
、
建
久
二
年
（
―
-
九
一
年
）
怖
国
し
た
の
で
あ
る
。

中
山
平
次
郎
博
士
は
今
津
の
勃
興
を
、
博
多
港
（
袖
の
港
）
が
那
珂
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
泥
土
の
た
め
あ
さ
く
な
っ
て
一
時
廃

港
に
な
っ
た
の
で
、
宋
船
が
博
多
よ
り
今
津
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
説
か
れ
た
が
、
む
し
ろ
、
仁
平
三
年
の
他
多
・
笥
崎
焼
打
事

（
商
）
が
多
数
す
み
つ
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
1
つ
い
て
（
岡
崎
）

天
台
山
及
び
明
州
阿
青
王
山
を
巡
り
そ
の
年
東
大
寺

「
小
右
記
」
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福
岡
市
（
悼
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

近
年
、
如
ご
攣
寸
境
内
よ
り
発
見
さ
れ
た
越
州
窯
系
陶
磁
は
ど
う
し
て
も
、
聖
福
喜
建
吃
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
宋
人
百
堂
の
肋

仕
と
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
地
下
一
一
メ
ー
ト
ル
の
所
よ
り
出
土
し
た
と
い
う
の
は
、
劫
掠
を
お
そ
れ
て
埋
置
し
た
か
そ
の
所
は
将
来
の

鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、
博
多
は
再
び
繁
栄
を
と
り
も
ど
し
た
。
建
保
六
年
(
―
ニ
―
八
年
）
博
多
の
綱
首
張
光
安
が
筈
崎
検
校
行
遍
の
子

孫
の
た
め
殺
害
さ
れ
た
時
、
張
光
安
（
長
光
安
）
の
帰
属
し
た
大
山
寺
の
本
山
延
暦
寺
と
笞
崎
八
幡
宮
の
本
叫
石
清
水
八
幡
宮
寺
の
間
に

喜
宮
を
あ
ら
そ
っ
た
こ
と
が
み
え
、
瓢
麟
詞
覆
、
一
疇
饂
天
台
座
主
記
ま
た
建
長
年
間
に
宋
人
博
多
綱
首
張
興
、
版
英
が
筈
崎
宮
に
帰
属

し
、
張
閲
は
遥
事
を
な
し
隠
央
は
島
飼
二
郎
船
頭
と
号
し
、
堅
糟
酉
崎
の
地
を
領
打
し
て
い
た
こ
と
が
っ
た
え
ら
れ
て
い
ろ
゜
鰐
譴
塁
厨

し
て
み
る
と
、
鎌
倉
時
代
に
は
笞
崎
、
博
多
に
張
氏
と
い
う
綱
首
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
綱
首
の
名
は

二百―
-
1
/

八
幡
宮
宮
崎
宮
造
営
材
料
目
録
こ
う

削
に
い
っ
た
長
治
二
年
（
八
九
六
年
）
誓
固
所
解
に
も
み
え
、

発
掘
に
特
つ
外
は
な
い
。

建
久
六
年
六
月
十
日

欲
遂
造
営
之
功
而
已

栄
西
言
上

一
時
内
陀
部
よ
り
独
立
し
た
今
津
に
宋
船
が
米
着
し
た
と
す
る
方
が
考
え
や
す
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
平
清
硲
や
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
再
ひ
袖
の
泄
（
団
多
港
）
に
か
え
る
の
も
、

れ
よ
う
。

建
久
六
年
文
書
は
、

こ
う
し
た
条
件
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
ら

宋
人
王
昇
以
下
の
千
六
百
家
の
中
に
は
、
後
世
っ
た
え
る
「
宋
人
百
棠
」
の
地
域
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
聖
福
守
所
蔵
の

い
さ
さ
か
疑
問
が
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
宋
人
白
堂
の
伝
え
は
一
概
に
否
定
で
送
ぬ
も
の
が
あ
る
。

博
多
百
産
地
者
、
宋
人
令
繕
立
常
舎
之
貨
砂
也
、
而
件
精
舎
破
壊
之
後
、
再
不
修
営
之
間
、
偏
為
空
地
、
雖
送
星
霜
、
既
亦
依
為
佛

地
、
人
類
不
居
住
、
例
建
立
一
伽
藍
、
欲
備
大
菩
薩
御
法
楽
、
致
本
家
御
祈
藤
井
建
立
堂
含
、
安
置
丈
，
ハ
釈
迦
弥
陀
弥
勒
三
尊
、
鎮

護
國
家
、
且
為
兇
徒
之
障
凝
、
且
為
伽
向
後
之
證
跡
、
殊
被
仰
下
可
加
守
護
之
由
者
佛
払
興
流
之
御
願
何
事
如
之
哉
者
、
胆
御
下
度

件
な
ど
に
み
る
不
安
定
な
条
件
を
さ
け
、

船
主
で
あ
り
、
商
会
の
長
を
意
味
す
る
。
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し
か
し
こ
の
事
件
で
日
元
交
沙
は
決
し
て
断
絶
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

は
、
至
元
寸
三
年
(
-
―
―
七
六
年
）
向
宋
の
行
在
臨
安
府
を
陥
れ
、
翌
年
泉
州
を
攻
め
た
。
泉
州
の
商
人
蒲
寿
庚
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
、
泉

州
を
陥
れ
、
至
元
十
六
年
、
元
は
天
下
を
統
一
し
た
。
「
元
史
」
巻
九
十
四
、
食
貨
志
市
舶
に
よ
る
と
至
元
十
四
年
こ
二
七
七
年
）
泉
州

お
よ
び
慶
元
（
明
州
）
、
上
海
、
撤
哨
盆
浙
江
省
海
塩
県
）
に
古
舶
司
を
た
て
＼
い
る
。
さ
ら
に
至
元
二
十
一
年
(
―
二
八
四
年
）
に
は
市

舶
都
道
連
司
を
杭
州
、
泉
州
の
一
ー
州
に
設
け
、
貿
易
の
利
の
七
割
を
官
に
入
れ
た
。
こ
れ
は
机
州
、
泉
州
の
港
の
言
要
性
を
示
す
と
と
も

に
元
の
海
外
貿
易
積
極
策
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
の
べ
た
よ
う
に
聖
福
寺
発
見
の
銀
挺
は
そ
の
銘
，
又
よ
り
考
慮
し
至
元
一
ー
ト
五

年
(
―
二
八
八
年
）
以
前
に
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
が
、
福
建
に
お
い
て
対
外
貿
易
の
必
要
上
、
発
鋳
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
そ
の
『
東
方
見
問
録
』
中
に
呆
州

n
ザ
イ
ト
ン
〕
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
此
処
に
は
港
が
あ
り
、
印
度
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
船
が
高
価
な
商
品
を
泊
載
し
来
る
。
…
•
•
•
ま
た
此
の
港
か
ら
マ
ン
ジ
の
あ
ら
ゆ
る
直

品
が
禎
み
出
さ
れ
る
。
：
·
:
•
印
度
か
ら
来
る
総
て
の
船
は
商
品
の
一
割
を
納
め
る
の
で
、
大
汗
は
此
の
浩
か
ら
莫
大
な
収
入
を
獲
得
し
て

い
る
。

．．．．．． 
此
の
港
は
そ
の
貿
易
の
塁
に
於
て
旦
界
最
大
の
二
つ
の
港
の
中
の
一
っ
で
あ
る
。

．．．．． 
此
の
地
Jj
で
は
想
像
し
得
る
限
り
に

於
て
最
旦
の
色
々
の
型
の
磁
器
が
製
造
さ
れ
る
。
そ
の
種
は
頗
る
多
く
且
つ
廉
価
で
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ャ
の
一
グ
ロ
ッ
ソ

(
G
r
o
s
s
o
)
の
値
で

想
像
し
符
る
隈
り
の
最
良
の
磁
跨
を
購
ふ
こ
と
が
で
き
る
」

が
鎌
倉
幕
府
に
と
つ
て
も
重
大
な
衝
設
手
で
あ
っ
た
。

王早

文
永
の
役
⇔
文
永
十
一
年
、

か
つ
て
福
岡
市
賓
子
町
浜
の
埋
立
に
際
し
、
宋
銭
、
湖
州
鏡
と
と
も
に
「
張
綱
」
の
名
を
記
し
た
黒
色
釉
天
目
茶
碗
盆
了
図
3
)
が
発
見

さ
れ
た
。
こ
れ
は
口
径
―
ニ
・
ニ
セ
ン
チ
、
高
五
・
八
セ
ン
チ
を
は
か
り
、
平
底
の
は
し
を
け
ず
つ
て
い
る
。
こ
の
式
の
天
目
茶
碗
は
、
柏
岡
県
筑

紫
邸
太
宰
府
町
崇
福
寺
祉
よ
り
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
南
宋
よ
り
元
に
か
け
て
の
建
霞
丁
の
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
張
網
」

と
い
う
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
張
某
」
の
「
綱
首
」
を
＇
i

恙
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
先
に
あ
げ
た
笞
崎
、
博
多
の
綱
首
張
氏
の
こ
と

―
二
七
四
年
）
お
よ
び
弘
安
の
役
（
弘
安
四
年
、

を
想
起
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

福
岡
市
盆
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
綺
）

―
―
―
八
一
年
）
は
、
元
側
に
と
つ
て
も
一
大
誤
算
で
あ
り
、
わ
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8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
ー
註

福
岡
市
（
博
多
）
聖
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
〈
岡
綺
〉

恨
を
椅
通
手
段
と
す
る
都
占
と
し
て
、

大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

工
商
人
〈
網
首
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、

こ
の
こ
ろ
に
は
聖
福
寺
は
す
で

に
関
す
る
知
謡
の
中
で
、
元
の
都
で
間
い
た
も
の
＼
外
に
、
金
や
真
珠
の
豊
富
さ
、

モ
ウ
コ
軍
の
日
本
侵

入
の
時
の
船
や
難
破
、
漂
苔
の
は
な
し
に
か
な
り
ス
ペ
ー
ス
が
さ
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
泉
州
ま
た
は
杭
州
な
ど
て
ぎ
い
た
話

「
元
史
」
に
は
正
式
の
日
本
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
日
本
伝
」
に
至
元
十
四
作
(
―
二
七
七
年
）
日
本
の
商
人
が
金
を
も
つ
て

来
り
、
銅
銭
と
か
え
た
と
み
え
、
こ
れ
は
弘
安
の
役
の
飢
年
で
あ
り
、

年
）
元
は
外
国
貿
易
に
銅
銭
を
用
い
る
こ
と
を
禁
じ
、
至
元
一
＿
ー
九
年
(
―
二
九
二
年
）
に
は
、
日
本
船
が
四
明
に
入
池
し
て
貿
易
を
も
と

め
た
こ
と
が
元
史
世
祖
本
紀
に
み
え
て
い
る
。
民
間
の
貿
易
に
よ
っ
て
銅
銭
、
陶
磁
等
の
舶
載
さ
れ
る
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
。
。
ま
た
嘉

胚
元
年

□
三
二
六
年
）
鎌
倉
浄
妙
寺
の
太
平
妙
準
が
そ
の
徒
安
禅
人
を
入
尤
せ
し
め
て
福
州
版
大
蔵
経
を
も
と
め
、
ま
た
元
代
の
銘
を
打

2
 

す
ろ
漆
器
も
日
本
で
は
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
べ
た
よ
う
に
聖
福
寺
瑞
応
庵
癸
見
の
元
代
銀
艇
は
幅
建
で
鋳
造
さ
れ
た
も
の
が
、

に
建
立
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、

）
 
3
 
2
 

い
ず
れ
に
も
せ
よ
博
多
は
、

大
規
模
な
決
済
の
手
段
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
境
内
か
、
門
前
に
お
け
る
か
れ
ら
の
貯
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
今
後
に
ま
つ
外
は
な
い
。

森
克
己

□
日
宋
貿
易
の
研
究
』
（
昭
和
二
十
三
年
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
を
整
哩
さ
れ
て
い
る
。

中
山
平
次
郎
「
古
代
の
博
多
」
（
『
考
古
学
教
法
」
第
一
六
ー
一
七
巻
）
迎
載

鏡
山
猛
「
太
宰
府
と
博
多
」
『
日
本
の
考
古
学
」
歴
史
時
代
下
）
昭
和
四
十
二
年

小
田
冨
士
雄
「
九
州
に
お
け
る
太
宰
府
系
古
瓦
の
展
開
」
、
一
ー
三
（
「
九
州
考
古
学
」
一
ー
六
）
昭
和
三
十
ニ
ー
三
十
三
年

福
岡
市
教
育
委
貝
会
「
福
岡
吉
福
岡
城
跡
採
集
逍
物
調
査
報
告
書
」
昭
和
―
二
十
六
年
、
小
田
冨
士
雄
執
筆

竹
内
理
一
二
編
「
太
宰
府
天
満
宮
資
料
」
ニ

岡
崎
敬
「
唐
・
五
代
の
越
州
窯
青
姿
と
太
宰
府
」
（
石
栢
美
術
館
「
東
洋
古
閲
磁
展
」
目
録
）
昭
和
―
―
・
十
台
年

金
祖
明
「
浙
江
余
挑
青
姿
窯
址
調
査
報
岩
」
（
「
考
古
学
報
」
一
九
五
九
ー
三
）

そ
の
後
も
銅
鋳
の
流
出
が
や
ま
ず
、

杢
元
―
-
＋
三
年

2
二
八
六

が
は
い
つ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

か
れ
の
日
本

(
G
i
p
a
n
g
)
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23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 

柚
岡
市
（
博
多
）
福
聖
寺
発
見
の
辿
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

一
九
六
四
年

高
野
孤
鹿
「
小
蒋
硯
に
つ
い
て
」
（
「
史
跡
福
岡
城
跡
発
掘
涸
査
概
報
」
所
収
）

森
克
己
「
前
掲
書
」
三
六
！
四
一
頁

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
宋
代
陶
磁
に
つ
い
て
は

田
中
作
太
郎
「
本
邦
追
蹟
出
土
の
宋
磁
」
、
蔵
田
蔵
「
経
塚
出
土
の
宋
磁
」
（
「
世
界
陶
磁
全
集
」
宋
逗
編
所
収
）
、
昭
和
二
十
九
年

九
州
に
舶
載
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

小
田
富
士
雄
「
古
代
中
世
に
於
け
る
手
工
業
の
発
達
ー
窯
業
九
州
」
（
「
日
本
の
考
古
学
」
歴
史
時
代
上
、
所
収
）
昭
和
四
十
二
年

岡
崎
敬
「
唐
・
五
代
越
州
窯
青
姿
と
太
宰
府
」
（
前
掲
）

金
粗
明
「
龍
泉
梁
口
青
灸
窯
址
調
査
紀
略
」
（
「
考
古
」
一
九
六
―
-
ー

I
O
)

朱
伯
謙
・
王
士
倫
「
浙
江
省
龍
泉
青
姿
窯
址
調
査
発
掘
的
主
要
収
獲
」
（
「
文
物
」
一
九
六
三

I
-
）

赤
塚
幹
也
「
古
瀕
一
戸
」
（
陶
器
全
集
〉
昭
和
三
十
六
年

森
克
己
「
前
掲
書
」
二
六
0
•

一
一
六
一
頁

栄
西
禅
師
の
伝
記
に
つ
い
て
は
多
賀
宗
年
「
栄
酉
」
（
人
物
叢
害
）
胴
和
四
十
年
、
森
鹿
一
―
-
「
喫
茶
蓑
生
記
」
註
（
「
茶
道
古
典
全
集
」

所
収
）

中
山
平
次
郎
「
博
多
津
沿
革
に
閃
す
る
私
見
」
（
歴
史
地
理
二
七
ー
五
）

山
本
博
「
博
多
湾
出
上
遺
物
と
元
寇
役
へ
の
新
資
料
」
（
「
都
久
志
」
第
三
号
）
昭
和
六
年

旧
和
四
十
二
年
七
ー
九
月
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
の
手
で
調
査
さ
れ
た
。
同
長
太
田
清
六
教
授
、
発
掘
主
任
宮
小
路
賀
宏
氏
で
あ
る
。

元
軍
の
泉
州
攻
略
お
よ
び
蒲
寿
庚
の
家
系
の
南
海
貿
易
に
お
け
る
立
場
に
つ
い
て
は
、
左
の
名
著
が
あ
る
。

桑
原
陪
蔵
「
蒲
寿
庚
の
事
蹟
」
昭
和
十
年

岩
村
忍
「
十
三
世
紀
東
西
交
渉
史
序
説
」
（
胴
和
十
四
年
）
二
六
六
・
ニ
六
七
頁
の
訳
に
よ
る
。

款
克
己
「
前
著
」
、
木
宮
泰
彦
「
日
華
文
化
交
流
史
」
第
三
章
元
と
の
貿
易
、
四
二
八
頁
、
昭
和
三
十
年

原
田
淑
人
「
元
代
餓
金
経
箱
の
銘
文
に
つ
い
て
」
（
「
東
亜
古
文
化
論
収
」
所
収
）

術
岡
市
博
多
、
櫛
田
神
社
所
蔵
の
も
の
に
博
多
銀
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
古
く
「
右
城
志
」
や
「
金
銀
図
録
」
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
「
口
禄
―

-
D」
銘
の
も
の
を
、
「
金
銀
図
録
」
で
は
文
禄
と
よ
み
、
「
石
城
志
」
で
は
亨
禄
と
よ
ん
だ
。
し
か
し
、
櫛
田
神
社
蔵
の
他
の

も
の
に
一
面
に
「
博
多
、
政
所
」
一
面
に
「
天
復
元
」
(
―
二
三
三
年
）
と
あ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
「
博
多
、
正
安
二
年
、
政
所
」
(
-
三
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栄
四
禅
師
と
叩
福
寺
の
問
俎
は
、
仏
教
史
、
対
外
貿
易
史
の
み
な
ら
ず
、

の
で
あ
る
。
先
年
鏡
山
猛
教
授
と
前
者
師
を
た
ず
ね
、
越
州
窯
系
水
注
を
拝
見
し
た
こ
ろ
か
ら
、
少
し
づ
＼
ノ
ー
ト
を
整
理
し
て
い
た
の

て
あ
ろ
が
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
、
茶
の
起
源
研
究
会
の
背
振
山
の
茶
樹
及
中
世
追
址
の
関
森
に
参
加
し
、
再
び
こ
の
閂
題
を
考
え
て
み
た

の
で
あ
っ
た
。
た
ま
I
ー
＼
日
野
開
―
―
一
郎
教
授
よ
り
所
蔵
の
伊
東
東
涯
「
去
皿
管
録
」
の
写
本
を
打
見
す
る
に
及
ん
で
、
こ
の
機
会
に
関
係
資
料
を

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
聖
福
寺
に
つ
い
て
は
硯
老
師
龍
淵
博
逆
師
、
同
瑞
応
庵
の
梅
巌
日
悦
師
、
ま
た
聖
福
寺
文
庫
の
二
宅
安
太
郎
、

筑
紫
農
氏
に
は
と
く
に
御
世
話
い
た
だ
い
た
。
東
涯
の
論
諒
の
写
本
に
つ
い
て
は
日
野
先
生
と
と
も
に
中
村
幸
彦
教
授
の
奸
意
を
得
た
。

｀
皿
酋
録
」
の
原
本
は
天
理
大
学
図
占
舘
に
あ
る
古
義
蛍
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
お
る
よ
し
で
あ
り
、
度
涯
が
ど
う
い
う
資
料
に
も
と
づ
い

後

記

る。

福
岡
市
（
悼
多
）
叩
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

0
0
年
）
と
あ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
「
口
禄
ニ
ロ
」
も
嘉
禄
―
一
年

2
ニ
ニ
六
年
）
と
す
る
の
が
、
ふ

さ
わ
し
い
。
こ
れ
ら
は
秀
吉
時
代
の
譲
葉
銀
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
閉
糾
寺
瑞
応
廊
発
見
品
の
こ
と
巻
元
代
の
中
国
銀
艇
の

影
鰐
を
考
え
る
こ
と
が
で
器
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

本
の
交
化
史
上
、

博
多
聖
福
寺
で
江
戸
時
代
以
来
発
見
さ
れ
た
銀
鋸
、
陶
磁
な
ど
の
遺
物
を
た
ど
つ
て
い
く
と
、
い
ろ
！
＼
の
覇
事
実
に
ぶ
つ
つ
か
る
。

の
街
は
幾
度
か
の
戦
火
で
や
か
れ
、
ま
た
復
興
し
て
組
峨
的
な
発
掘
は
困
闘
で
あ
る
が
、
以
上
の
べ
た
よ
う
に
灼
外
交
渉
史
ま
た
日

告
わ
め
て
重
製
な
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

禅
宗
史
上
、

こ
の
度
は
考
古
学
的
資
料
に
よ
っ
て
聖
福
寺
の
も
つ

日
本
人
の
生
活
史
の
上
か
ら
き
わ
め
て
正
要
な
意
義
を
も
つ
も

n」
ノ

T
’
.
 

苫床
J
J
l

五

栄
西
の
は
た
し
た
役
割
は
こ
れ
ま
で
幾
度
か
と

そ
の
重
要
性
を
梵
調
し
た
の
で
あ
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訓
主
福
寺
の
全
晟
写
真
は
朝
日
新
聞
酉
部
本
社
航
字
部
の
好
意
に
よ
る
。
ま
た
写
戻
に
つ
い
て
は
、
石
橋
美
術
館
の
山
上
高
寛
氏
、
浄
明

寺
水
注
の
再
真
は
京
都
国
立
博
物
鮪
、
聖
福
寿
陶
磁
の
実
測
は
小
田
富
士
雄
氏
の
仰
協
力
を
わ
ず
ら
わ
し
た
。
小
山
富
士
夫
、
藤
岡
了
一
氏

に
は
陶
磁
に
つ
い
て
御
教
示
を
得
た
が
、
太
宰
府
、
博
多
関
係
の
中
国
陶
磁
資
料
の
集
成
と
分
類
は
さ
ら
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

太
宰
府
・
博
名
に
閏
す
る
編
年
資
糾
に
つ
い
て
は
竹
内
理
三
教
授
、
日
宋
貿
易
に
つ
い
て
は
森
克
已
教
授
の
著
占
を
フ
ル
に
利
用
さ
せ

て
い
た
ゞ
き
、
文
献
資
料
に
つ
い
て
は
新
城
常
一
丘
一
教
授
の
指
教
を
得
た
。
ま
た
宮
崎
市
定
教
授
の
「
五
伏
宋
初
の
通
貨
間
題
」

八
年
）
、
森
鹿
二
教
授
の
「
喫
茶
孤
生
記
」
註
に
つ
け
ら
れ
た
栄
西
の
事
蹟
と
年
譜
に
は
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
。
近
年
幸
い
大
隅
側
の

考
古
学
的
資
料
が
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
と
対
応
す
る
こ
と
が
次
第
に
で
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
一
文
は
こ
れ
を
困
点
と
し
て
い
る
。

本
稿
の
再
校
中
、
二
月
＾
一
十
日
よ
り
数
日
憫
に
わ
た
り
、
聖
福
寿
・
瑞
応
庵
の
三

永
井
昌
文
助
薮
投
、

が
、
折
か
ら
白
雪
が
つ
も
り
「
雪
庭
智
白
禅
尼
」
の
歿
時
も
こ
の
よ
う
な
光
景
を
呈
し
た
で
あ
ろ
う
と
語
り
あ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に
、
本
稿
を
か
く
の
に
あ
た
り
、
多
く
の
力
々
の
御
協
力
と
御
好
意
を
わ
ず
ら
わ
し
た
こ
と
を
一
筆
御
礼
を
申
し
あ
げ
て
お
き

?

J

.ヽ
0
 

t
i
>
 

後

記

2

二
宅
安
太
郎
氏
、

（
町
和
四
ト
―
―
一
年
二
月
二
十
八
日
）

県
文
化
財
の
宮
小
路
賀
宏
氏
ら
と
た
ち
あ
う
こ
と
が
で
ぎ
た
。

今
回
は
改
葬
の
み
に
と
ど
め
た

た
か
将
来
明
ら
か
に
で
ぎ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

福
岡
市
（
博
多
）
叩
福
寺
発
見
の
遺
物
に
つ
い
て
（
岡
崎
）

の
菜
地
が
改
葬
さ
れ
た
。
九
州
大
学
医
学
部
の

盆
昭
和
十
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